
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 





後河原の風景 NO.5

昭和３９年頃の川改修工事。安富酒店前 「お婆さんは川で洗濯に」のシーンです。
昔は当たり前でした。

後河原の桜は大正天皇即位
を記念して植樹されたそうで
す。

山大映画「学園」の一シー
ンです。柳橋から上流を
撮ったものかな？



NO.6

鴻東橋の西南角 平成28年８月

山寅楼から上流　　柳橋　向こうは鴻東橋　　 昭和３９年 鴻東橋から上流 昭和３９年

亀山橋　　右の写真の逆方向

後河原思い出の写真集より

山寅楼の前です。柳の大きな老木です。小学
生の頃、この木に登って遊んでいました。斜め
になっているから登りやすい。下の箱は山寅
楼の鰻の生簀です。今は、柳の木も生簀もあ
りません。　よくぞこの写真が残っていました
ね。　　　　　　　撮影は昭和３９年頃



後河原の風景（数十年前） NO.7

山口信愛教会

１９０８年に建設（２代目） １９９１年に建設（３代目）創立100年記念
亀山湯

山口信愛教会

亀山湯

（追記）亀山湯貯水槽より東に５０ｍ行った先に高校時代の地学の先生縄田先生のお宅があります。
今お住まいかどうかわかりません。

山口信愛教会の創立は明治２４年（１８９１）ですので125年の歴史があります。アメリカ南部メゾジスト教会のラ
ンバス（関西学院創立者）が１８８６年神戸を中心に布教活動山口にも来ました。その後を継いだ宣教師がこ
の地に教会を作りました。この時の受洗者が１２名その中に聖路加病院の名誉理事長日野原重明さん（湯田
出身）のお父さん日野原善輔さんもおられました。

煙突のない山口の町に赤レンガの煙突のあるお風呂屋さんが亀山湯です。後河原左岸のひとつ奥の通りに
あります。山寅楼の裏口の前です。建物は変わっていません。幼い時、母に連れられ風呂に入りに来ました。
４０歳ぐらいの姉妹が交代で番台に座っていました。妹さんはタケさんだったと思います。記憶に残っているの
は赤レンガの煙突、当時より短くなったような気がします。補強はありませんでした。そしてコンクリート製の貯
水槽、約3.5ｍ～４m程度のの直方体だろうと思いますが、幼い時はとても大きく感じました。風呂の建物右側
は燃料になる鋸屑が山のように積まれていました。（風呂屋の裏が製材所でした）その奥にボイラーが見えま
した。「平成２５（2013）年５月末営業を終了する」の張り紙を見ました。創業が明治３８（１９０５）年と知り改めて
驚きました。市が文化財として保存することを考えたらしいが折り合いがつかず今はお風呂屋の影形もなく、家
が建っていました。（２０１６．８月現地に行ってきました）

「山大創基２００年」の文理学部の校舎の昭和36年頃の写真です。亀山から写した写真でしょうか。東側の山
がせまり過ぎて不自然です。望遠レンズのいたずらですね。黄枠は左から山口信愛教会、亀山湯、赤レンが館
です。現存しているのは赤レンガ館（クリエィテイブスペース赤レンガ）のみです。



既に無くなってしまった懐かしの亀山湯 NO.8

赤レンガの煙突 煙突下部
凄く高いと感じましたが大人になればさほどでもありません。

貯水槽、 煙突 お風呂屋
撮影は2009年８月

県庁所在地で銭湯がないのは山口（湯田を除く）
映画館もなかったか。

60数年前の浴槽は角だった。

江戸時代（１８世紀）の山口 （「行程記」　山口県文書館蔵）

＊ 資料はインターネットによる「歴史をつむぐ流れと共に」　その他。 「旧商家野村家」「大内史料館」　展示物
「大路ロビー」資料閲覧 「後河原思い出の写真集」閲覧

五重塔 

竪小路 

大市 
中市 

道場門前 

早間田 

今市 

後河原 
中河原 

鰐石 

東鳳翩山 

行程記 



大内時代の山口古地図 NO.9

何れも山口県文書館に保管   下の地図には橋があります。
下の地図は山口市のパンフレット「西の京　やまぐち」に掲載


